
丸
善
経
管
審
議
曾
規
約

但
シ
常
任
委
員
曾
ガ
必
要
ト
認
メ
タ
ト
キ
又
ハ
審
議
委
員
ノ
ー
分
ノ
ー
以

上
ガ
必
要
ト
認
メ
タ
ト
キ
ハ
随
時
開
催
ス
ル

常
任
委
員
倉
ハ
必
要
二
腰
ジ
テ
随
時
二
開
催
ス
ル

五
、
曾
議
ノ
議
長
ハ
委
員
長
ガ
之
一
一
富
ル

委
員
長
ガ
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
委
員
長
ノ
指
名
ス
ル
委
員
ガ
之
一
一
営
ル

曾
議
ノ
進
行
ハ
常
任
委
員
長
叉
ハ
常
任
委
員
ガ
之
一
一
富
ル

六
、
議
長
ハ
必
要
ト
認
メ
タ
事
項
一
一
対
シ
テ
ハ
委
員
外
ノ
吐
員
ヲ
参
加
サ
セ

タ
専
門
ノ
小
委
員
倉
ヲ
設
ケ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル

セ
、
提
案
ハ
倉
議
開
催
予
定
日
ノ
五
日
前
マ
デ
ニ
常
任
委
員
含
二
提
出
ス
ル

常
任
委
員
倉
ハ
提
出
議
案
ヲ
整
理
シ
テ
曾
議
前
一
一
之
ヲ
委
員
二
通
知
ス
ル

八
、
委
員
ガ
曾
議
デ
行
ツ
タ
発
言
討
論
又
ハ
表
決
一
一
ツ
イ
テ
ハ
曾
議
外
デ
ノ

責
任
ヲ
問
ハ
レ
ナ
イ

決
議

九
、
曾
議
ノ
決
議
ハ
委
員
ノ
三
分
之
二
以
上
一
一
依
ル

地
方
支
店
及
地
方
傍
系
曾
斌

一
○
、
支
店
及
地
方
傍
系
曾
吐
ハ
其
規
模
一
一
睡
ジ
テ
夫
交
ノ
責
任
者
ヲ
委
員

長
ト
ス
ル
委
員
曾
ヲ
置
ク

本
社
ト
支
店
及
地
方
傍
系
曾
吐
間
ノ
連
絡
ハ
委
員
中
カ
ラ
代
表
者
ヲ
適
時

上
京
セ
シ
メ
ル
カ
又
ハ
文
書
ヲ
以
テ
緊
密
一
一
行
フ

ニ
、
本
曾
ノ
規
約
ノ
変
更
ハ
含
議
ノ
決
議
一
一
依
ル

8６

名
穂
及
構
成

一
、
本
曾
ハ
丸
善
経
営
審
議
含
ト
解
シ
、
祇
長
統
宰
ノ
下
一
一
曾
吐
役
員
及
吐

員
（
傍
系
曾
吐
ヲ
含
ム
）
中
カ
ラ
選
出
サ
レ
タ
委
員
ヲ
以
テ
樵
成
ス
ル

目
的

二
、
本
曾
ハ
富
吐
及
傍
系
各
牡
ノ
経
営
全
般
ニ
亙
り
其
役
員
及
牡
員
ノ
総
意

ヲ
反
映
シ
テ
上
下
意
志
ノ
ー
体
化
卜
経
営
ノ
民
主
化
ヲ
図
リ
事
業
ノ
興
隆

ト
吐
員
ノ
赴
含
的
地
位
ノ
向
上
一
一
貢
献
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
ル

委
員
ノ
選
出
方
法
及
任
期

三
、
委
員
ハ
別
二
定
メ
ル
ト
コ
ロ
ー
ー
依
ツ
テ
役
員
及
吐
員
中
カ
ラ
之
ヲ
選
出

シ
、
委
員
長
ハ
祇
長
ガ
之
一
一
富
ル

委
員
ノ
互
選
一
一
依
ツ
テ
若
干
名
ノ
常
任
委
員
ヲ
置
キ
、
常
任
委
員
長
ハ
其

ノ
互
選
一
一
依
ル

委
員
ノ
任
期
ハ
六
ケ
月
ト
シ
、
毎
年
二
月
ト
八
月
一
一
改
選
ス
ル
、
但
シ
重

任
ヲ
妨
ゲ
ナ
イ

曾
議

四
、
審
議
含
ノ
曾
議
（
以
下
軍
一
一
曾
議
ト
稀
ヘ
ル
）
ハ
毎
月
一
回
定
期
一
一
委

員
長
ガ
之
ヲ
召
集
ス
ル



出
来

附ル

但
シ
軍
一
一
字
句
ノ
修
正
程
度
ノ
モ
ノ
ハ
常
任
委
員
倉
デ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ガ

〔
注
〕
丸
善
経
営
零
議
曾
規
約

昭
和
二
十
一
年
会
社
運
営
の
民
主
化
を
計
る
た
め
に
、
子
会
社
・
傍
系
会

社
を
含
め
た
会
社
の
経
営
全
般
に
豆
っ
て
社
員
の
発
言
の
機
関
と
し
て
丸
善

経
営
非
識
会
が
段
立
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
三
月
十
一
日
丸
善
株
式
会
社

従
業
貝
組
合
結
成
に
よ
っ
て
発
展
的
解
消
。

則

丸
善
株
式
会
社
は
労
働
基
準
法
並
に
労
働
協
約
の
精
神
に
基
き
、
従
業
員
組

合
と
協
議
の
上
こ
の
規
定
を
制
定
す
る

こ
こ
に
定
め
ら
れ
た
も
の
は
従
業
員
の
人
格
を
尊
重
し
て
、
そ
の
経
済
的
福

祉
と
社
会
的
、
文
化
的
向
上
を
図
つ
た
も
の
で
あ
り
、
相
互
の
信
頼
と
協
力

に
よ
り
経
営
の
合
理
化
と
民
主
化
と
を
実
現
し
、
古
き
伝
統
を
新
ら
し
い
時

代
に
生
か
す
こ
と
を
念
じ
た
も
の
で
あ
る

従
業
員
は
規
律
に
従
い
、
責
任
を
重
ん
ず
る
と
共
に
、
そ
の
自
主
性
を
保
ち

一
致
協
力
し
て
社
業
の
再
建
と
繁
栄
と
に
力
を
尽
し
、
当
社
に
課
せ
ら
れ
た

文
化
的
使
命
を
遺
憾
な
く
達
成
し
て
、
以
て
日
本
文
化
の
興
隆
に
貢
献
せ
ん

こ
と
を
希
望
す
る

第
一
章
総
則

第
一
条
従
業
員
の
勤
務
に
関
し
て
は
、
労
働
基
準
法
そ
の
他
関
係
法
規
に

よ
る
の
外
、
宗
）
の
規
定
に
従
う

第
二
条
こ
の
規
定
に
い
う
と
こ
ろ
の
従
業
員
と
は
、
所
定
の
手
続
き
に
よ

り
会
社
と
雇
傭
契
約
を
締
結
し
た
者
を
い
う

第
三
条
従
業
員
は
こ
の
規
定
叉
は
こ
れ
に
基
い
て
会
社
と
組
合
と
協
議
の

上
定
め
た
こ
と
以
外
に
、
勤
務
に
関
し
規
制
又
は
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な

丸
善
株
式
会
社
従
業
員
服
務
規
定

8７

委
員
ノ
選
出
方
法

本
吐
一
一
於
テ
ハ
常
分
ノ
間
左
記
ノ
階
屑
別
一
一
蝶
ル
無
記
名
投
票
デ
行
う

役
員
（
祇
長
ヲ
除
ク
）
三
名
参
事
副
参
事
三
名
主
事
三
名

主
事
補
七
名
書
記
八
名
雇
員
一
名

女
店
員
三
名
傭
員
一
名

但
シ
選
出
一
一
常
ツ
テ
ハ
常
任
委
員
曾
デ
職
域
別
ヲ
モ
考
慮
シ
ダ
調
整
ヲ
行
フ

コ
ト
ガ
出
来
ル

委
員
ガ
病
気
其
他
ノ
事
故
デ
長
期
二
亙
ツ
テ
曾
議
二
出
席
出
来
ナ
イ
ト
キ
ハ

補
訣
選
畢
ヲ
行
う

本
規
約
ハ
昭
和
二
十
一
年
五
月
三
日
カ
ラ
之
ヲ
賀
施
ス
ル



と
す
る
内
一
名
は
勤
務
地
叉
は
そ
の
近
郊
に
居
住
す
る
者
に
限
る

但
し
会
社
の
従
業
員
を
以
て
身
元
保
証
人
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

第
八
条
入
社
後
三
ヶ
月
間
は
見
習
期
間
と
す
る

第
九
条
業
務
上
の
都
合
に
よ
り
嘱
託
を
置
く
こ
と
が
あ
る

第
三
章
資
格
及
び
職
制

第
十
条
従
業
員
の
資
格
は
左
の
通
り
と
す
る

参
事
副
参
事
主
事
主
事
補
書
記
書
記
補
雇
員

第
十
一
条
従
業
員
中
に
職
務
上
左
の
職
制
を
設
け
る

（
本
社
に
あ
り
て
は
）

部
長
次
長
課
長
係
長

（
支
店
、
出
張
所
に
あ
り
て
は
）

支
店
長
支
店
次
長
課
長
係
長

売
場
長

出
張
所
長

出
張
所
主
任

（
工
場
に
あ
り
て
は
）

工
場
長
課
長
係
長主任

第
四
章
服
務

第
十
二
条
従
業
員
の
勤
務
時
間
は
左
の
通
り
と
す
る

8８

い
第
四
条
従
業
員
は
こ
の
規
定
を
ま
も
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
職
制
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
上
長
の
指
示
に
従
い
互
に
協
力
し
て
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
五
条
会
社
は
業
務
上
の
都
合
に
よ
り
従
業
員
に
対
し
て
転
勤
、
出
張
叉

は
所
属
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る

前
項
の
場
合
に
従
業
員
は
正
当
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を

拒
む
こ
と
は
で
き
な
い

第
二
章
採
用
及
び
見
習
期
間

第
六
条
会
社
は
入
社
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
詮
衡
を
行
い
、
合
格
し
た

も
の
を
採
用
す
る

第
七
条
会
社
に
採
用
さ
れ
た
者
は
入
社
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
次
の
書
類

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
、
誓
約
書
一
通

二
、
戸
籍
謄
本
一
通

三
、
身
元
保
証
書
一
通

四
、
扶
養
家
族
届
一
通

五
、
所
得
税
控
除
申
請
害
一
通

六
、
写
真
（
型
）
一
葉

前
項
第
三
号
身
元
保
証
書
に
は
確
実
な
身
元
保
証
人
二
名
の
連
署
を
必
要



ぱ
な
ら
な
い

第
十
九
条
遅
刻
又
は
早
退
の
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
附
し
、
所
属
上
長
の

許
可
を
得
て
届
出
る

遅
刻
及
び
早
退
は
次
の
計
算
に
よ
り
取
扱
い
妬
に
つ
き
欠
勤
一
回
と
み
な

｛
９欠

勤
妬
二
時
間
三
十
分
未
満
記

三
十
分
未
満
５
三
時
間
〃
釦

一
時
間
″
、
三
時
間
三
十
分
″
弱

一
時
間
三
十
分
″
咽
四
時
間
〃
“

二
時
間
″
即
四
時
間
以
上
妬

第
二
十
条
勤
務
時
間
中
選
挙
権
を
行
使
す
る
と
き
は
予
め
所
属
上
長
と
連

絡
し
、
業
務
に
支
障
の
な
い
よ
う
交
替
で
外
出
す
る

第
二
十
一
条
従
業
員
は
勤
務
時
間
中
み
だ
り
に
執
務
場
所
を
離
れ
た
り
、

所
属
上
長
の
許
可
な
く
私
用
の
た
め
に
外
出
し
て
は
な
ら
な
い

第
二
十
二
条
従
業
員
は
勤
務
時
間
中
は
定
め
ら
れ
た
業
務
に
専
念
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

第
二
十
三
条
従
業
員
は
退
出
に
際
し
て
は
勿
論
、
常
時
書
類
、
帳
簿
そ
の

他
一
切
を
責
任
を
以
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
二
十
四
条
従
業
員
は
公
私
の
別
を
明
ら
か
に
し
、
社
名
を
以
て
す
る
行

為
に
つ
い
て
は
会
社
の
方
針
を
守
り
、
み
だ
り
に
自
己
の
意
見
を
以
て
裁

8９

自
午
前
九
時
至
午
後
五
時

但
し
当
分
自
午
前
九
時
三
十
分
至
午
後
五
時
三
十
分

第
十
三
条
休
憩
時
間
は
正
午
よ
り
一
時
間
と
す
る

但
し
店
頭
そ
の
他
業
務
上
の
都
合
に
よ
り
一
斉
に
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
は
交
替
に
或
は
分
割
し
て
休
憩
す
る

第
十
四
条
勤
務
時
間
、
休
憩
時
間
は
業
務
上
の
都
合
に
よ
り
、
組
合
と
協

議
の
上
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る

第
十
五
条
業
務
の
必
要
上
己
む
を
得
な
い
場
合
は
、
第
十
二
条
及
び
第
三

十
五
条
の
規
定
に
か
ｋ
わ
ら
ず
組
合
と
協
議
の
上
、
時
間
外
勤
務
叉
は
休

日
勤
務
を
さ
せ
る
声
）
と
が
あ
る

前
項
の
規
定
は
満
十
八
歳
未
満
の
者
に
は
適
用
し
な
い

休
日
出
勤
を
さ
せ
た
場
合
に
は
代
替
休
暇
を
与
え
る

第
十
六
条
前
条
第
一
項
の
規
定
中
、
時
間
外
勤
務
は
満
十
八
歳
以
上
の
女

子
に
つ
い
て
は
最
高
を
一
日
に
つ
い
て
二
時
間
、
一
週
間
に
つ
い
て
六
時

間
、
一
年
に
つ
い
て
百
五
十
時
間
と
す
る

第
十
七
条
従
業
員
は
出
勤
の
際
、
出
勤
簿
に
捺
印
を
し
て
出
欠
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
十
八
条
病
気
そ
の
他
己
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
っ
て
欠
勤
す
る
と
き
は

予
め
欠
勤
予
定
日
及
び
そ
の
理
由
を
所
属
上
長
の
許
可
を
得
て
届
出
る

病
気
欠
勤
が
連
続
七
日
を
超
え
る
と
き
は
医
師
の
診
断
書
を
添
え
な
け
れ



ぱ
な
ら
な
い

第
三
十
四
条
従
業
員
は
勤
務
中
従
業
員
徴
一
章
を
左
胸
部
に
価
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

第
五
章
休
日
、
休
暇

第
三
十
五
条
会
社
の
休
日
を
左
の
通
り
定
め
る

１
日
曜
日

２
一
月
一
日
二
日
三
日

前
項
第
１
号
中
左
の
日
曜
日
は
出
勤
と
し
そ
れ
に
対
し
て
代
休
を
与
え
る

イ
棚
卸
決
算
日
が
日
曜
日
に
当
る
場
合

ロ
年
末
の
最
終
日
曜
日

第
一
項
の
休
日
は
業
務
或
は
其
の
他
の
都
合
に
よ
っ
て
組
合
と
協
議
の
上

一
部
叉
は
全
部
を
出
勤
さ
せ
労
働
基
準
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
定
め
る

期
間
に
於
て
他
の
曜
日
に
振
替
え
る
こ
と
が
あ
る

第
三
十
六
条
従
業
員
は
二
月
一
日
よ
り
翌
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

間
に
、
十
四
日
の
慰
労
休
暇
を
任
意
の
時
期
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

但
し
一
年
の
中
途
に
於
て
入
社
し
た
も
の
は
、
そ
の
翌
月
よ
り
勤
務
月
数

に
応
ず
る
日
数
の
慰
労
休
暇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

毎
年
二
月
一
日
現
在
を
以
て
勤
務
満
十
年
以
上
の
も
の
は
勤
続
一
年
を
増

す
毎
に
一
日
の
慰
労
休
暇
を
前
項
に
加
算
す
る

但
し
最
高
二
十
日
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

9０

量
し
て
は
な
ら
な
い

第
二
十
五
条
従
業
員
は
予
め
会
社
の
承
認
を
得
な
い
で
職
務
上
の
関
係
先

よ
り
、
金
品
そ
の
他
の
贈
与
叉
は
饗
応
を
受
け
て
は
な
ら
な
い

第
二
十
六
条
従
業
員
は
会
社
で
使
用
す
べ
き
物
品
を
社
用
以
外
の
目
的
の

た
め
に
、
許
可
を
受
け
ず
に
私
用
し
又
は
社
外
に
持
出
し
て
は
な
ら
な
い

第
二
十
七
条
従
業
員
は
会
社
の
設
備
そ
の
他
を
無
断
で
使
用
し
た
り
、
叉

は
こ
れ
に
損
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い

第
二
十
八
条
従
業
員
は
会
社
の
許
可
を
受
け
な
い
で
自
家
営
業
を
し
た
り
、

又
は
他
人
の
事
業
に
関
係
し
て
は
な
ら
な
い

第
二
十
九
条
従
業
員
は
住
所
、
戸
籍
、
経
歴
そ
の
他
第
七
条
に
定
め
ら
れ

た
提
出
書
類
に
、
移
動
叉
は
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
遅
滞
な
く
所
属
上

長
を
経
て
届
出
る
こ
と
を
要
す
る

第
三
十
条
身
元
保
証
人
が
住
所
、
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、
死
亡
し
た
と

き
、
叉
は
責
任
解
除
を
申
出
た
と
き
は
速
や
か
に
住
所
、
氏
名
又
は
新
規

保
証
人
を
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
三
十
一
条
従
業
員
は
業
務
上
の
機
密
を
洩
ら
し
て
は
な
ら
な
い

第
三
十
二
条
従
業
員
は
別
に
定
め
る
宿
直
規
定
に
よ
っ
て
、
宿
直
及
び
日

直
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
一
一
一
十
三
条
従
業
員
は
転
勤
、
退
職
叉
は
解
職
の
場
合
担
当
事
務
を
文
書

（
軽
易
な
も
の
に
あ
っ
て
は
口
頭
）
に
よ
っ
て
後
任
者
に
引
維
が
な
け
れ



右
の
勤
続
年
数
に
は
休
職
期
間
を
算
入
す
る

第
三
十
七
条
前
項
の
休
暇
を
受
け
る
と
き
は
予
め
所
属
上
長
を
経
て
届
出

る

四
、
伝
染
病
の
た
め
交
通
遮
断
を
受
け
出
勤
不
能
の
と
き
当
該
期
間

五
、
天
災
、
地
変
そ
の
他
災
害
に
雁
り
出
勤
不
能
の
と
き

会
社
の
認
定
す
る
期
間

六
、
業
務
上
の
傷
病
の
た
め
出
勤
不
能
の
と
き

医
師
の
認
定
す
る
治
療
期
間

七
、
転
勤
の
場
合

１
単
身
赴
任
す
る
と
き
三
日

２
家
族
を
帯
同
し
て
赴
任
す
る
と
き
五
日

八
、
女
子
従
業
員
の
産
前
産
後
各
六
週
間

前
項
第
八
号
の
休
暇
は
皆
勤
と
見
倣
さ
な
い

第
六
章
給
与

第
四
十
一
条
従
業
員
の
給
料
は
月
給
及
び
日
給
と
す
る

第
四
十
二
条
月
給
者
に
対
し
て
は
そ
の
月
分
を
、
日
給
者
に
対
し
て
は
前

月
二
十
一
日
よ
り
そ
の
月
二
十
日
ま
で
の
分
を
、
毎
月
二
十
五
日
に
支
払

声
フ但

し
支
払
日
が
休
日
に
あ
た
る
と
き
は
前
日
に
繰
上
げ
て
支
払
う

第
四
十
三
条
給
料
は
基
本
給
の
外
に
、
物
価
手
当
及
び
恒
産
手
当
を
加
給

配
偶
者
の
兄
弟
姉
妹
三
日

三
、
証
人
、
鑑
定
人
叉
は
陪
審
員
と
し
て
裁
判
所
に
出
頭
す
る
と
き

往
復
日
数
を
含
む
必
要
日
数

9１

前
項
の
場
合
会
社
は
業
務
の
都
合
に
よ
り
願
出
の
期
日
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る

第
三
十
八
条
女
子
従
業
員
は
第
一
一
一
十
六
条
の
慰
労
休
暇
の
外
に
生
理
休
暇

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

前
項
の
休
暇
を
受
け
る
と
き
は
所
属
上
長
を
経
て
届
出
る

第
三
十
九
条
慰
労
休
暇
は
当
該
年
度
に
受
け
る
こ
と
を
原
則
と
す
る

第
四
十
条
冠
婚
葬
祭
そ
の
他
特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合
の
休
暇
を
左
の
通

り
定
め
る

一
、
結
婚
初
婚
に
限
り
五
日

二
、
忌
引父

母
（
養
、
継
を
含
む
一
七
日

配
偶
者

子

生
后
六
日
以
内
又
は
死
産
三
日

配
偶
者
の
父
母
五
日

兄
弟
姉
妹
祖
父
母
孫
本
人
が
扶
養
の
義
務
あ
る
場
合
五
日

右
に
非
ざ
る
場
合
三
日



る
旅
費
規
定
に
よ
っ
て
旅
登
を
支
給
す
る

第
七
章
教
育
及
び
福
利
厚
生

第
五
十
一
条
人
格
の
陶
冶
、
知
識
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
福

利
厚
生
事
業
に
関
す
る
方
針
の
決
定
並
び
に
こ
れ
に
基
く
施
設
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
組
合
と
協
議
し
て
行
う

第
五
十
二
条
永
年
勤
続
し
、
円
満
退
職
し
た
従
業
員
で
退
職
後
独
立
し
て

営
業
を
営
む
者
に
対
し
て
は
、
別
に
定
め
る
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
援
助
す

る

第
八
章
安
全
、
保
健
及
び
災
害
補
償

第
五
十
三
条
従
業
員
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
こ
れ
に
基
い
て
会
社
が

定
め
る
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
心
得
を
ま
も
り
災
害
、
疾
病
の
予
防
に

つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
五
十
四
条
従
業
員
は
火
気
の
取
扱
い
に
は
特
に
注
意
を
払
い
、
み
だ
り

の
場
所
で
喫
煙
を
し
て
は
な
ら
な
い

第
五
十
五
条
従
業
員
は
災
害
の
発
生
を
発
見
し
、
叉
は
そ
の
危
険
を
予
知

し
た
と
き
は
速
や
か
に
責
任
者
に
知
ら
せ
、
そ
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

但
し
急
を
要
す
る
と
き
は
臨
機
の
処
置
を
と
り
、
直
ち
に
責
任
者
に
報
告

す
る

第
五
十
六
条
次
の
各
号
に
該
当
す
る
も
の
は
勤
務
し
て
は
な
ら
な
い

9,2

し
、
別
に
特
定
者
に
対
し
家
族
手
当
、
技
能
手
当
及
び
役
手
当
を
支
給
す

る初
任
基
本
給
及
び
諸
手
当
の
支
給
率
は
別
表
の
通
り
と
す
る

第
四
十
四
条
削
除

第
四
十
五
条
家
族
手
当
は
配
偶
者
及
び
満
十
八
歳
未
満
又
は
満
六
十
歳
以

上
の
扶
養
家
族
、
又
は
不
具
廃
疾
者
を
有
す
る
者
に
対
し
支
給
す
る

但
し
扶
養
家
族
中
五
人
を
超
え
る
人
員
に
は
支
給
し
な
い

第
四
十
六
条
役
手
当
は
課
長
以
上
の
役
付
者
に
対
し
て
支
給
す
る

第
四
十
七
条
こ
の
規
定
第
一
一
一
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
八
条
の
生

理
休
暇
は
一
回
に
連
続
二
日
年
十
二
日
及
び
第
四
十
条
の
休
日
及
び
休
暇

は
有
給
と
す
る

第
四
十
八
条
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
第
四
十
二
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
七
日
以
内
に
支
払
う

一
、
本
人
が
死
亡
し
た
と
き
叉
は
停
年
に
よ
り
退
職
す
る
と
き

二
、
自
己
の
都
合
に
よ
り
退
職
す
る
と
き

前
項
第
一
号
あ
っ
て
は
そ
の
月
分
全
額
を
、
第
二
号
に
あ
っ
て
は
勤
務
日

数
に
応
じ
日
割
計
算
を
し
て
得
た
金
額
と
す
る

第
四
十
九
条
従
業
員
の
解
職
叉
は
退
職
に
際
し
て
は
、
別
に
定
め
る
退
職

金
規
定
に
よ
っ
て
退
職
金
を
支
給
す
る

第
五
十
条
従
業
員
が
転
勤
叉
は
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
別
に
定
め



法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

第
六
十
条
従
業
員
の
業
務
外
の
傷
病
に
対
す
る
取
扱
い
は
別
に
定
め
る

第
九
章
休
職
、
解
職
及
び
退
職

第
六
十
一
条
従
業
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
休
職
と
す
る

１
業
務
外
の
傷
病
欠
勤
が
引
続
き
左
の
期
間
に
及
ん
だ
と
き

㈹
勤
続
一
年
未
満
の
者
一
ケ
月

②
三
年
″
二
ケ
月

⑳
五
年
″
三
ケ
月

目
十
年
″
六
ケ
月

㈱
十
五
年
″
八
ケ
月

㈹
勤
続
十
五
年
以
上
の
者
十
ケ
月

２
事
故
欠
勤
が
引
続
き
一
ケ
月
に
及
ん
だ
と
き

３
関
係
事
業
へ
出
張
勤
務
す
る
と
き

第
六
十
一
条
の
二
従
業
員
の
休
職
期
間
は
左
の
通
り
と
す
る

１
前
条
第
１
号
の
場
合

㈹
勤
続
五
年
未
満
の
者
一
年

②
勤
続
五
年
以
上
十
五
年
未
満
の
者
二
年

的
勤
続
十
五
年
以
上
の
者
三
年

２
前
条
第
２
号
の
場
合
二
ヶ
月

３
前
条
第
３
号
の
場
合
必
要
な
期
間

9３

一
、
再
帰
熱
、
麻
疹
、
炭
そ
、
鼻
そ
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
伝
染
病
に

か
出
つ
た
者

二
、
病
毒
伝
ぱ
の
お
そ
れ
の
あ
る
結
核
、
梅
毒
、
か
い
せ
ん
、
そ
の
他
の

伝
染
性
皮
膚
疾
患
、
の
う
漏
性
結
膜
炎
、
著
し
く
伝
染
の
お
そ
れ
の
あ

る
ト
ラ
ホ
ー
ム
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
伝
染
性
眼
疾
患
に
か
か
っ
た
者

叉
は
伝
染
病
の
病
原
体
保
有
者

三
、
精
神
分
裂
病
、
そ
う
う
つ
病
、
麻
ひ
性
痴
ほ
う
、
そ
の
他
の
精
神
病

の
患
者
で
あ
っ
て
就
業
す
る
こ
と
が
不
適
当
な
者

四
、
胸
膜
炎
、
結
核
、
心
臓
病
、
脚
気
、
関
節
炎
、
け
ん
し
ょ
う
炎
、
急

性
泌
尿
生
殖
器
病
、
そ
の
他
の
疾
病
に
か
か
っ
た
者
で
あ
っ
て
労
働
の

た
め
に
病
勢
が
著
し
く
増
悪
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者

五
、
そ
の
他
医
師
の
診
断
に
よ
っ
て
勤
務
に
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
者

第
五
十
七
条
会
社
は
従
業
員
に
対
し
て
、
一
年
一
回
以
上
の
健
康
診
断
を

行
う

叉
必
要
の
あ
る
と
き
は
従
業
員
の
一
部
に
対
し
て
臨
時
に
健
康
診
断
を
行

参
フ

第
五
十
八
条
会
社
は
健
康
要
保
護
者
に
対
し
て
は
勤
務
制
限
、
配
置
転
換

そ
の
他
保
健
上
必
要
な
措
置
を
と
る

前
項
の
要
保
護
者
の
判
定
は
医
師
の
診
断
に
よ
る

第
五
十
九
条
従
業
員
の
業
務
上
の
傷
病
に
対
す
る
災
害
補
償
は
労
働
基
準



″
（
女
子
）
満
五
十
才

参
事
、
副
参
事
満
六
十
才

但
し
嘱
託
を
除
く

第
六
十
四
条
従
業
員
が
退
職
叉
は
解
職
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
会
社
か
ら
の

貸
与
品
は
直
ち
に
返
還
し
会
社
に
負
債
が
あ
る
と
き
は
退
職
の
日
ま
で
に

完
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
六
十
五
条
従
業
員
は
退
職
叉
は
解
職
せ
ら
れ
た
後
で
も
、
引
維
を
終
ら

な
い
間
は
在
職
中
と
同
様
の
責
務
を
負
う

第
十
章
表
彰
及
び
懲
罰

第
六
十
六
条
従
業
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
し
た
と
き
は
表
彰
す
る

１
永
年
勤
続
し
て
功
労
が
あ
っ
た
と
き

２
勤
務
成
績
が
著
し
く
優
れ
た
と
き

３
非
常
の
際
、
特
に
功
労
が
あ
っ
た
と
き

４
そ
の
他
特
に
表
彰
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き

第
六
十
七
条
前
条
の
表
彰
は
功
績
の
程
度
に
よ
り
昇
給
、
褒
賞
と
す
る

第
六
十
八
条
従
業
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
懲
罰
す
る

１
著
し
く
出
勤
、
又
は
勤
務
状
態
が
不
良
の
と
き

２
故
意
、
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
会
社
に
損
害
を
及
ぼ
し
た
と
き

３
会
社
の
業
務
上
の
機
密
を
洩
ら
し
た
と
き

４
不
正
、
不
義
の
行
為
を
し
て
従
業
員
と
し
て
の
体
面
を
汚
し
た
と
き

9４

第
六
十
二
条
従
業
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
三
十
日
前
に

予
告
を
す
る
か
、
又
は
三
十
日
分
以
上
の
平
均
賃
金
を
支
給
し
て
、
予
告

を
せ
ず
に
解
職
す
る
こ
と
が
で
き
る

１
休
職
期
間
が
満
了
し
た
と
き

２
精
神
叉
は
身
体
の
障
碍
、
若
し
く
は
老
衰
に
よ
り
、
勤
務
に
堪
え
な
い

と
認
め
ら
れ
た
と
き

３
事
業
経
営
上
止
む
を
得
な
い
都
合
が
あ
る
と
き

４
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
せ
ら
れ
、
有
罪
と
決
定
し
た
と
き

５
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
事
由
の
あ
る
と
き

天
災
そ
の
他
止
む
を
得
な
い
事
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と

な
っ
た
場
合
叉
は
従
業
員
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
基
い
て
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
の
認
定
を
受
け
て
解
職
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い

但
し
前
項
第
三
号
の
理
由
に
よ
り
解
職
す
る
場
合
は
予
め
組
合
と
協
定

を
行
う

第
六
十
三
条
左
の
場
合
は
退
職
と
す
る

１
従
業
員
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
退
職
願
を
所
属
上
長
を
経
て
提
出

し
許
可
を
受
け
た
と
き

２
本
人
が
死
亡
し
た
と
き

３
左
の
停
年
に
達
し
た
と
き

主
事
以
下
（
男
子
）
満
五
十
五
才



５
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
程
度
の
不
都
合
な
行
為
が
あ
っ
た
と
き

第
六
十
九
条
懲
罰
は
そ
の
程
度
に
よ
り
認
責
、
減
給
、
出
勤
停
止
、
解
職

丸
善
厚
生
含
規
定

に
分
け
る

〔
注
〕
丸
善
株
式
会
社
従
業
貝
服
務
規
定

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
「
虚
務
規
約
案
百
カ
条
」
を
龍
と
め
、
昭
和
二
十

三
年
二
月
二
十
九
日
「
丸
善
株
式
会
社
従
業
員
服
務
規
定
」
を
改
正
実
施
し

た
。
こ
の
規
定
は
後
に
若
干
の
補
足
訂
正
が
な
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

第
一
係
本
曾
は
、
丸
善
厚
生
曾
と
稲
す
る
。

第
二
係
本
曾
は
、
丸
善
株
式
曾
社
に
勤
務
す
る
者
、
全
員
を
以
て
組
織
す

る
Ｏ

第
三
係
本
曾
は
、
ス
ポ
ー
ツ
。
健
全
娯
楽
・
趣
味
等
を
通
じ
て
体
育
及
び

教
養
に
資
す
る
と
共
に
、
福
利
事
業
を
行
い
、
明
朗
な
生
活
を
樹
立
す
る

事
を
目
的
と
す
る
。

第
四
係
本
曾
は
、
前
峰
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
教
養
・
体
育
・
趣
味
・
娯
楽
等
の
厚
生
事
業
及
び
こ
れ
に
必
要
な
施

設
。

二
、
保
険
。
購
買
・
月
賦
立
替
等
の
福
利
事
業
。

三
、
そ
の
他
必
要
な
事
業
。

第
五
係
本
曾
は
、
本
部
を
本
社
内
に
、
支
部
を
支
店
、
出
張
所
及
び
工
場

に
置
く
。

第
六
係
本
曾
に
は
、
左
の
役
員
を
置
く
。

一
、
名
誉
酋
長
…
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
一
名

二
、
曾
長
…
．
…
：
．
…
：
．
：
．
…
…
…
…
…
…
：
一
名

三
、
支
部
長
…
・
…
…
：
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
若
干
名

9５

前
条
第
一
項
第
二
号
の
場
合
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
賠
償
さ
せ
る
こ

と
が
あ
る

第
七
十
条
賞
罰
は
賞
罰
委
員
会
の
識
を
経
て
、
社
長
が
行
う

賞
罰
及
び
賞
罰
委
員
会
に
関
す
る
規
定
は
別
に
定
め
る

附
則

第
七
十
一
条
こ
の
規
定
は
昭
和
二
十
三
年
三
月
四
日
よ
り
実
施
す
る



第
十
一
係
酋
長
は
、
毎
年
二
月
に
、
本
曾
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

牧
支
計
算
表
、
事
務
報
告
書
及
び
、
次
年
度
予
算
表
、
事
業
計
画
書
を
経

営
協
議
倉
に
報
告
す
る
と
共
に
、
一
般
に
、
公
告
を
す
る
。

第
十
二
峰
本
曾
の
経
費
は
、
曾
費
・
寄
附
金
・
利
息
及
び
雑
収
入
を
以
て

充
て
る
。

第
十
三
係
本
曾
友
員
は
、
曾
費
と
し
て
、
左
の
基
準
に
よ
っ
て
毎
月
各
自

の
俸
給
中
よ
り
酸
金
す
る
も
の
と
す
る
。
：
：
：
基
本
給
の
百
分
の
五
：
：
：

第
十
四
係
病
気
欠
勤
、
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
俸
給
を
受
け
な
い
月
、
叉

は
、
俸
給
が
そ
の
月
額
の
二
分
の
一
に
満
た
な
い
月
の
曾
費
は
免
除
す
る
。

第
十
五
係
本
曾
の
基
本
金
そ
の
他
の
金
銭
は
倉
社
に
預
金
し
叉
は
、
曾
社

の
株
式
に
投
資
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
催
毎
年
度
決
算
に
於
て
剰
余
金
を
生
じ
た
と
き
は
、
基
本
金
に
繰

入
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
僚
基
本
金
は
経
費
に
充
当
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
・

第
十
八
峰
本
倉
の
事
務
は
、
人
事
課
・
含
計
は
経
理
課
に
委
嘱
す
る
。

第
十
九
僚
曾
員
の
資
格
の
得
喪
は
入
・
退
社
の
時
と
す
る
。

第
二
十
峰
曾
員
は
脱
曾
の
際
、
曾
費
の
払
戻
そ
の
他
本
含
の
財
産
に
対
し

て
分
配
を
要
求
す
る
何
等
の
権
利
を
有
し
な
い
。

附
則

本
改
正
規
定
は
、
昭
和
二
十
五
年
月
日
よ
り
実
施
す
る
。

9６

四
、
本
部
委
員
及
び
支
部
委
員
：
…
…
：
…
…
：
若
干
名

五
、
監
事
・
…
：
：
：
。
…
・
…
・
…
…
：
．
：
。
：
：
：
：
二
名

第
七
係
名
誉
含
長
に
は
、
社
長
を
推
戴
す
る
。

曾
長
は
、
取
締
役
中
か
ら
社
長
が
任
名
す
る
。

支
部
長
は
、
支
店
長
・
出
張
所
長
及
び
工
場
長
と
す
る
。

本
部
委
員
及
び
監
事
は
、
本
社
所
属
員
中
よ
り
経
営
協
議
倉
に
於
て
決
定

す
る
。

支
部
委
員
は
各
支
部
長
と
当
一
該
組
合
と
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。

第
八
峰
酋
長
は
、
曾
務
を
統
理
す
る
。

支
部
長
は
、
支
部
の
倉
務
を
掌
理
し
、
支
部
の
み
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
適
宜
こ
れ
を
、
虚
理
す
る
と
同
時
に
、
本
部
委
員
曾
に
報
告
す
る

も
の
と
す
。

本
部
委
員
は
、
曾
長
を
補
佐
し
て
本
曾
の
事
務
を
虚
理
す
る
。

支
部
委
員
は
、
支
部
長
を
補
佐
し
て
支
部
の
事
務
を
虚
理
す
る
。

監
事
は
本
含
の
曾
計
を
監
査
す
る
。

第
九
係
役
員
の
任
期
は
、
二
ヶ
年
と
す
る
。
但
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
・

役
員
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
充
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
、
補
欠
者
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
存
期
間
と
す
る
。

第
十
催
本
曾
の
曾
計
年
度
は
、
二
月
一
日
よ
り
、
翌
年
一
月
三
十
一
日
迄

と
す
る
。



第
一
一
章
綿
則

第
一
係
本
組
合
ハ
丸
善
株
式
曾
祇
従
業
員
組
合
卜
呼
ブ

第
二
係
本
組
合
ハ
丸
善
株
式
曾
吐
在
京
従
業
員
（
分
系
曾
祇
勤
務
貝
ヲ
含

ム
）
ヲ
以
テ
組
織
ス
ル

但
シ
曾
杜
ノ
利
益
ヲ
代
表
ス
ル
ト
認
メ
ラ
レ
ル
者
ヲ
除
ク

第
三
係
本
組
合
ハ
事
務
所
ヲ
丸
善
株
式
含
吐
本
吐
内
一
一
置
ク

第
二
章
目
的

第
四
係
本
組
合
ハ
勢
働
組
合
法
二
基
キ
組
合
員
ノ
勤
勢
係
件
ノ
維
持
改
善
、

共
同
禰
征
ノ
増
進
其
ノ
他
経
濡
的
危
含
的
地
位
ノ
向
上
ヲ
岡
ル
ト
共
二
曾

批
運
営
ノ
民
主
化
ヲ
賀
現
シ
、
業
興
隆
ノ
基
盤
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
期
ス
ル

第
五
催
本
組
合
ハ
前
係
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
タ
メ
ニ
左
ノ
事
業
ヲ
行
う

一
、
囲
鵠
協
約
ヲ
締
結
ス
ル
事
項

二
、
事
業
経
営
一
一
封
ス
ル
組
合
員
ノ
創
意
反
映
二
閥
ス
ル
事
項

三
、
組
合
員
及
ピ
家
族
ノ
而
利
厚
生
二
閥
ス
ル
事
項

四
、
組
合
員
ノ
文
化
教
養
一
一
開
ス
ル
事
項

五
、
勢
働
及
ピ
牡
曾
問
題
二
閥
ス
ル
資
料
蒐
集
並
一
一
之
ノ
研
究
ニ
開
ス
ル

事
項

丸
善
株
式
曾
祇
従
業
員
組
合
規
約

9７

〔
注
〕
丸
善
厚
生
食
規
定

社
貝
の
福
利
厚
生
を
は
か
る
た
め
従
来
の
丸
善
共
済
会
を
丸
善
厚
生
会
に

改
組
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日
発
足
し
た
。
従
来
共
済
会
が
行
っ
て
き
た

探
養
扶
助
金
等
の
共
済
事
業
は
従
業
員
服
務
規
定
に
組
承
込
き
れ
た
。



第
十
一
係
執
行
委
員
倉
ハ
組
合
ノ
事
業
執
行
機
開
デ
ァ
ッ
テ
大
曾
並
一
一
委

員
曾
ノ
決
議
ヲ
執
行
シ
併
セ
テ
緊
急
事
項
ヲ
虚
理
ス
ル

執
行
委
員
倉
ハ
随
時
開
催
ス
ル

第
十
二
峰
曾
議
ハ
ス
ベ
テ
構
成
員
ノ
半
数
以
上
ガ
出
席
シ
ナ
ケ
レ
バ
成
立

シ
得
ナ
イ

第
十
三
峰
曾
議
ノ
決
議
ハ
椎
成
員
ノ
過
半
数
ヲ
以
テ
決
シ
、
可
否
同
数
ノ

場
合
ハ
議
長
ノ
決
ス
ル
ト
コ
ロ
ー
ー
ョ
ル

第
十
四
係
曾
議
ノ
議
長
ハ
執
行
委
員
長
ガ
之
一
一
営
ル

第
十
五
僚
本
組
合
一
一
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

執
行
委
員
長
一
名

副
執
行
委
員
長
一
名

書
記
長
一
名

執
行
委
員
若
干
名

委
員
若
干
名

第
十
六
催
執
行
委
員
長
ハ
本
組
合
ヲ
代
表
シ
組
合
ノ
業
務
ヲ
統
轄
ス
ル

第
十
七
僚
副
執
行
委
員
長
ハ
執
行
委
員
長
ヲ
輔
佐
シ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
其

ノ
職
務
ヲ
代
行
ス
ル

第
十
八
峰
書
記
長
ハ
執
行
委
員
長
ノ
命
ヲ
承
ヶ
組
合
ノ
一
般
事
務
ヲ
掌
理

ス
ル

第
十
九
峰
執
行
委
員
ハ
委
員
ノ
互
選
ト
シ
執
行
委
員
長
、
副
執
行
委
員
長

9８

六
、
同
一
目
的
ヲ
有
ス
ル
他
囲
悩
ト
ノ
連
絡
、
提
携
一
一
開
ス
ル
事
項

七
、
其
ノ
他
本
組
合
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
ノ
ニ
必
要
ナ
事
項

第
三
一
章
加
入
脱
退

第
六
係
本
組
合
一
一
加
入
ス
ル
ニ
ハ
所
定
ノ
申
込
書
二
加
入
金
及
ピ
組
合
費

一
ヶ
月
分
ヲ
添
ヘ
テ
申
込
ム
モ
ノ
ト
ス
ル

組
合
員
ト
シ
テ
ノ
資
格
ハ
組
合
ガ
之
ヲ
受
理
シ
タ
ト
キ
ー
ー
溌
生
ス
ル

第
七
係
組
合
員
が
本
組
合
ヲ
脱
退
ス
ル
ニ
ハ
其
ノ
理
由
ヲ
明
記
シ
テ
組
合

一
一
届
出
デ
其
ノ
承
認
ヲ
得
ル
ヲ
要
ス
ル

第
四
章
機
開
及
役
員

第
八
係
本
組
合
一
一
左
ノ
機
開
ヲ
置
ク

ー
、
大
曾

二
、
委
員
曾

三
、
執
行
委
員
倉

第
九
擁
大
倉
ハ
簸
高
ノ
決
議
機
開
デ
ァ
リ
全
組
合
員
ヲ
以
テ
櫛
成
シ
年
二

回
（
二
月
、
八
月
）
定
期
二
執
行
委
員
長
ガ
招
集
ス
ル

但
シ
委
員
倉
ガ
必
要
ト
認
メ
タ
場
合
叉
ハ
組
合
員
ノ
三
分
ノ
ー
以
上
ノ
請

求
ガ
ア
ッ
タ
場
合
ハ
臨
時
二
開
催
ス
ル

第
十
係
委
員
倉
ハ
大
曾
二
次
グ
決
議
機
開
デ
ァ
リ
委
員
、
執
行
委
員
ヲ
以

テ
構
成
シ
毎
月
一
回
定
期
二
開
催
シ
、
執
行
委
員
長
ガ
必
要
ト
認
メ
タ
場

合
ハ
随
時
之
ヲ
招
集
ス
ル



第
廿
五
峰
本
組
合
一
一
書
記
及
ピ
事
務
員
若
干
名
ヲ
置
ク
コ
ト
ガ
出
来
ル

第
五
章
事
業
部

第
廿
六
僚
本
組
合
ハ
第
五
像
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
タ
メ
ー
ー
左
ノ
各
部
ヲ
置

ク調
査
部
文
化
部
厚
生
部
曾
計
部

其
ノ
他
執
行
委
員
曾
デ
必
要
卜
認
メ
タ
部

第
廿
七
係
各
部
ノ
部
長
ハ
役
員
中
ヨ
リ
執
行
委
員
長
ガ
委
咽
ス
ル

第
廿
八
係
各
部
ノ
部
員
ハ
執
行
委
員
曾
ノ
承
認
ヲ
得
テ
部
長
ガ
組
合
員
中

ヨ
リ
之
ヲ
委
卿
ス
ル

第
六
章
曾
計

第
廿
九
係
本
組
合
ノ
経
費
ハ
加
入
金
、
組
合
費
、
寄
附
金
及
ピ
其
ノ
他
ノ

牧
入
ヲ
以
テ
充
テ
ル

第
州
係
本
組
合
ノ
加
入
金
ハ
金
二
回
ト
シ
組
合
費
ハ
月
額
五
回
ト
ス
ル

第
州
一
僚
既
納
ノ
曾
費
ハ
理
由
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
一
切
之
ヲ
返
迷
シ
ナ
ィ

第
汁
二
係
本
組
合
ノ
決
算
ハ
毎
年
一
月
及
ビ
七
月
末
日
ト
シ
大
含
二
於
テ

決
算
報
告
ヲ
ナ
シ
之
ノ
承
認
ヲ
組
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル

第
舟
三
悌
本
組
合
ノ
含
計
及
財
産
管
理
ハ
執
行
委
員
倉
ノ
連
帯
責
任
ト
ス

レノ

第
七
章
賞
罰

第
汁
四
係
組
合
二
封
シ
テ
大
キ
ナ
貢
獄
ヲ
シ
ダ
組
合
員
一
一
封
シ
テ
ハ
大
倉

9９

及
ピ
書
記
長
ハ
執
行
委
員
ノ
互
選
ト
ス
ル

執
行
委
員
ノ
定
数
ハ
改
選
ノ
都
度
委
員
曾
二
於
テ
決
定
ス
ル

第
二
十
峰
委
員
ハ
課
委
員
及
ピ
級
委
員
ノ
ー
種
ト
シ
、
課
委
員
ハ
各
課

（
課
ヲ
構
成
シ
ナ
イ
分
科
ハ
之
ヲ
一
課
卜
見
倣
ス
）
ノ
組
合
員
二
十
名
一
一

付
一
名
ノ
割
合
デ
選
出
サ
レ
、
級
委
員
ハ
副
参
事
、
主
事
、
主
事
補
、
書

記
、
書
記
補
、
女
店
員
（
書
記
、
書
記
補
）
雇
員
ノ
各
級
ヨ
リ
課
委
員
ト

同
数
ガ
選
出
サ
レ
ル

級
委
員
ノ
各
級
ノ
定
員
数
ハ
改
選
ノ
都
度
之
ヲ
定
メ
ル

級
委
員
デ
課
委
員
二
選
出
サ
レ
タ
場
合
ハ
級
一
委
員
ノ
次
鮎
者
ガ
補
充
サ
レ

レノ
第
廿
一
係
本
組
合
ノ
役
員
ノ
任
期
ハ
毎
年
二
月
一
日
ヨ
リ
一
箇
年
ト
ス
ル

但
シ
再
選
ヲ
妨
ゲ
ナ
イ

第
廿
二
係
役
員
ノ
中
退
吐
又
ハ
其
ノ
他
ノ
理
由
ニ
ョ
リ
峡
員
ヲ
生
ジ
タ
場

合
特
二
業
務
遂
行
一
一
支
障
ノ
ナ
イ
限
り
次
ノ
改
選
期
迄
之
ノ
補
充
ヲ
行
ハ

ナ
イ

特
二
補
充
ヲ
シ
ダ
場
合
ノ
任
期
ハ
前
任
者
ノ
残
存
期
間
ト
ス
ル

役
員
ハ
身
分
又
ハ
職
場
愛
更
ノ
場
合
デ
モ
其
ノ
資
格
ヲ
失
ハ
ナ
ィ

第
廿
三
峰
役
員
ノ
選
畢
ハ
定
数
連
記
制
無
記
名
ト
ス
ル

第
廿
四
峰
役
員
ガ
本
務
一
一
忠
賞
デ
ナ
イ
場
合
ハ
委
員
倉
ノ
決
議
ニ
ョ
リ
之

ヲ
解
任
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル



〔
注
〕
丸
蕃
株
式
曾
赴
従
業
員
組
合
規
約

昭
和
二
十
二
年
三
月
十
一
日
、
部
長
以
上
を
除
く
全
従
業
員
を
以
っ
て
丸

蕃
株
式
会
社
従
業
員
紐
合
を
結
成
、
各
支
店
・
出
張
所
に
各
六
支
部
を
低
い

た
。

第
一
章
総
則

（
名
称
）

第
一
条
こ
の
組
合
は
丸
善
労
働
組
合
（
以
下
組
合
と
い
う
）
と
称
す
。

（
所
在
）

第
二
条
組
合
は
本
部
を
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
通
り
一
一
一
の
三
、
内
藤
ピ
ル

内
に
置
き
、
支
部
を
札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
名
古
屋
、
金
沢
、
京
都
、
大

阪
、
神
戸
、
岡
山
、
広
島
、
福
岡
に
置
く
、
姫
路
は
神
戸
支
部
、
長
崎
は

福
岡
支
部
の
分
会
と
す
る
。

（
構
成
）

第
三
条
１
組
合
は
丸
善
株
式
会
社
（
以
下
会
社
と
い
う
）
並
び
に
総
会

ま
た
は
中
央
委
員
会
で
認
め
る
関
連
会
社
の
従
業
員
の
う
ち
第
七
条
に
規

定
す
る
も
の
で
組
織
す
る
。

２
そ
の
他
総
会
ま
た
は
中
央
委
員
会
に
お
い
て
加
入
を
認
め
た
も
の
を

含
む
。（

法
人
格
）

第
四
条
組
合
は
法
人
と
す
る
。

（
目
的
）

丸
善
労
働
組
合
規
約

1 0 0

叉
ハ
委
員
倉
デ
決
議
シ
テ
表
彰
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル

第
州
五
係
次
ノ
各
項
一
一
該
営
シ
ダ
組
合
員
二
封
シ
テ
ハ
大
倉
又
ハ
委
員
倉

デ
除
名
叉
ハ
組
合
員
ト
シ
テ
ノ
権
利
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル

ー
、
組
合
ノ
規
約
叉
ハ
決
議
二
違
反
シ
タ
ト
キ

ニ
、
組
合
ノ
統
制
ヲ
ミ
ダ
ス
行
動
ヲ
シ
タ
ト
キ

三
、
職
務
怠
慢
其
ノ
他
組
合
員
ノ
名
審
ヲ
段
損
ス
ル
行
篇
ヲ
シ
タ
ト
キ

附
則

第
州
六
係
本
規
約
ノ
愛
更
及
ど
組
合
ノ
解
散
、
分
離
、
合
同
、
連
盟
二
閥

シ
テ
ハ
大
倉
ノ
決
議
ヲ
必
要
ト
ス
ル

第
州
七
係
本
規
約
ハ
昭
和
二
十
二
年
三
月
十
一
日
ヨ
リ
賀
施
ス
ル


